
 

 

 
 
平 成 ２ ３ 年 度 
広島市教育センター  

 
 
 
 
 

小学校中学年国語科における「聞く」力を伸ばす  

指導法に関する研究  

－ユニバーサルデザインの視点から  

すべての児童への適切な支援を通して－  

 
広島市立亀崎小学校教諭    西 田 理 恵  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キーワード：聞く力，つまずき，ユニバーサルデザイン

研究の要約  
本研究は，聞くことのつまずきとそれに対する効果的な支援方法

を探ることを通して，すべての児童の聞く力を伸ばすための有効な

指導法を具体化することを目的にしたものである。  
聞くことに困難さを示している児童が必要としている支援が，他

の児童にも有効な支援になるのではないかと考え，つまずきの内容

を把握し，それに応じたユニバーサルデザインの視点を取り入れた

指導とその有効性について検証した。  
その結果，つまずきの把握をもとに，スモールステップでの繰り

返し学習と指導内容の工夫（「焦点化」「視覚化」「共有化」），支援

が必要な児童への個別の配慮を行えば，聞く力の向上につながるこ

とが明らかになった。  
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Ⅰ 問題の所在 

 
平成２０年に改訂された『小学校学習指導要領』

では，言語に関する能力の向上が求められている。 

自身の教育実践を振り返ってみると，児童の聞

く力の指導についての課題を感じている。見た目

は聞いているように見えるが指示とは違うことを

している，説明したことをすぐに聞き返す等，聞

くこと自体への困難さを示している児童が少なく

ない。 
高橋俊三は「選択的に，批判的に，創造的に聞

き取る能力は，ＰＩＳＡ型読解力に対応する力と

して求められている言語能力と重なる」１）と述べ

ている。このことから，小学校段階での聞く力の

指導を工夫改善することが学習指導要領で求めら

れている言語能力の向上へとつながると考えるこ

とができる。しかし，聞くことへの困難さを示し

ている児童にとっては，そのための前段階が必要

であり，まずは正確に聞く力を身に付けさせる具

体的な指導法の必要性を感じている。 

そこで，通常の学級において，聞くことに困難

さのある児童がつまずきやすい内容や活動への支

援を，学級全体への支援として工夫し，ユニバー

サルデザインの視点に立った指導の工夫改善を行

うことが，学級の児童全体の聞く力を伸ばすこと

につながると考え，本研究に取り組むこととした。 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

聞くことのつまずきとそれに対する効果的な支

援方法を探ることを通して，すべての児童の聞く

力を伸ばすための有効な指導法を具体化する。 
 

Ⅲ 研究の方法 

 
１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 研究仮説の設定 

３ 実態調査 

４ 検証授業の実践計画と実施 

５ 検証授業の結果の分析・考察 

 

Ⅳ 研究の内容 

 
１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

(1) 「聞く」力について 

『小学校学習指導要領解説国語編』では,第３学

年及び第４学年の聞くことにかかわる内容を次の

ように設定している。 

 

 

 

 

 

 

そこで，本研究では聞く力を次のように焦点化

してとらえることにする。 

 

 
「聞く力の能力表」２）を参考にし，「話の中心

に気を付けて聞く力」までの到達段階を次のよう

に設定する。 
 

 

 

 

 

(2) ユニバーサルデザインの視点について          
桂聖によると，国語授業のユニバーサルデザイ

ンを次のように定義している。 
 
 
 
 
 

本研究でも，この定義を用いて研究を進めてい

エ 話の中心に気を付けて聞き，質問をしたり

感想を述べたりすること。 
 

「話の中心に気を付けて聞き」とは，話し

ている事柄の順序など，話の組立て方を意識

しながら，話の要点を聞くことである。 

話の中心に気を付けて聞く力 

第１段階：内容を落とさず，付け加えず聞く。 

第２段階：話された事柄の順序をとらえて 

聞く。 

第３段階：話の要点をとらえて聞く。  

第４段階：話の中心に気を付けて聞く。 

学力の優劣や発達障害の有無にかかわらず，

全員の子どもが，楽しく「わかる・できる」よ

うに工夫・配慮された通常学級における国語授

業のデザイン。３） 
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くことにする。また，同氏はユニバーサルデザイ

ンの視点でつくる授業デザインの要件として「焦

点化」「視覚化」「共有化」を挙げており，本研

究でもこの三つの要件を用いて授業づくりを進め

ていくことにする。 
(3) 適切な支援について 

本研究では，さらに次の二つを取り入れて，つ

まずきへの支援がより効果的になるようにした。 

ア 児童の実態把握に基づいたスモールステップ 

 特別支援教育ではその有効性が明らかになって

いる。 

イ 繰り返し学習 

『小学校学習指導要領』に示されている。 

 

２ 研究仮説の設定 

 
小学校中学年国語科において，以下の３点に着

眼した指導を行えば，「聞く」力の向上につながる

であろう。 

(1) 児童の実態把握に基づいたスモールステッ

プでの繰り返し学習 

(2) 「聞く」力に係る指導内容の工夫（「焦点化」 

「視覚化」「共有化」） 

(3) 個別の配慮（つまずきに応じた支援） 

 

３ 実態調査 

 

(1) 対象 

広島市立Ａ小学校 第３学年Ｂ組 ２４名 

（Ａ児・Ｂ児を中心に児童全体） 

(2) 内容 

独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

（2010年）の「学習面－行動面のチェックリスト」

を用いた実態把握を行った。 
児童全体については，「聞く」についての項目

の「聞き間違いがある」「聞きもらしがある」や，

不注意，多動の項目に複数の児童のつまずきが見

られた。 
特に，Ａ児には不注意の項目に複数のつまずき

が，Ｂ児には「指示の理解が難しい」や「読む」

の項目に複数のつまずきが見られた。 
 

４ 検証授業の実践計画と実施 

 
(1) 単元の構想 

本研究では，児童のつまずきの状況を分析した

うえで，１回分の学習内容を「焦点化」し，スモ

ールステップでの繰り返し学習を取り入れた教材

を作成する。授業では，「視覚化」「共有化」を取

り入れた授業デザインの工夫と，つまずきに応じ

た個別の配慮を行うことで，聞く力の伸びとつま

ずきの改善を図る（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 児童のつまずきを基にユニバーサルデザイ

ンの視点を取り入れた「聞く」力を伸ばす指

導法のモデル 

 

(2) 教材の作成 

ア 一教材に付き４回の繰り返し学習をスモール

ステップで行う教材とワークシートの作成                    

イ 問題文の入ったＣＤの作成 

(3) 単元計画と実施 

ア 単元名 

「きくきくタイム」 

～大事なことに注意して聞こう～ 

イ 指導内容の工夫 

(ｱ) 児童の実態把握に基づいたスモールステップ 

① 児童全体への支援 

つまずきに応じて，主に次のような支援をス

モールステップで行った。 
 ・ 児童の聞く姿勢を確認してから話し始める 
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第２段階：話された事柄の順序をとらえて聞く。

第１段階：内容を落とさず，付け加えず聞く。
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・ 短い言葉で簡潔に指示する 
 ・ 大切な指示は絵や言葉で視覚的に示す 
 ・ 学習の流れを示して見通しをもたせる 
・ 伝える情報量を限定する 
② Ａ児・Ｂ児への支援 

  聞くことについての項目以外に，主に注意集

中につまずきが見られたA 児，意味理解につま

ずきが見られたB 児に対しては，個別の配慮と

して次のような支援を行った。 
 
 
 
 
 
(ｲ) 繰り返し学習 

 スモールステップでの繰り返し学習を取り入れ

た単元の指導計画（全１８回）を作成した（表１）。 

 
表１ 単元の指導計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ) １回分の学習内容の「焦点化」 

１回分で一つの学習課題を設定し，聞くべき内

容を事前に提示することで意識できるようにした。 

(ｴ) 指示や授業内容の「視覚化」              

活動や指示内容を絵や図，キーワード等で示し

て視覚的な支援を行った。また，聞く構えをつく

る５点の取り組みを作成し，教室に常掲した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 聞く構えをつくる掲示物 

 

(ｵ) メモしたことや聞き取れたことの「共有化」 

全体やグループでメモの内容を伝え合わせたり，

分かりにくいと思われる言葉の意味を確認したり

する活動を行った。 
ウ 個別の配慮 

(ｱ) ワークシート「お助けシート」の工夫 

第４段階では，キーワードを入れるだけで説明

文が完成するワークシート「お助けシート」を用

意し，通常のワークシートのどちらか使いやすい

方を児童自身が選べるようにした。 

(4) 分析の方法 

 次の三つの方法により結果の分析・考察を行っ

た。 
ア ワークシートと事前・事後テスト 
イ ビデオ記録による聞く構えの変容の見取り  

ウ 現担任からの聞き取り 

 
５ 検証授業の結果の分析・考察 

 

(1) 児童全体について 

ア 児童の実態把握に基づいたスモールステップ

での繰り返し学習について 

お話Ｃの第３段階で，３名の児童が適切に答え
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られなかった。お話Ｄでは，そのうち１名は適切

に答え，残りの２名は不正解ではあったが，正解

に近い解答ができていた。 
このように聞くべきポイントが少しずつ定まっ

ていることから，児童の実態把握に基づいたスモ

ールステップでの繰り返し学習は児童全体にとっ

て効果的であったと考えられる。 
イ 指導内容の工夫「焦点化」「視覚化」「共有

化」について 

テストでは，児童全体の合計得点に伸びが見ら

れた（図３）。さらに，集合場所や持ち物を聞き取

る設問に伸びがみられることから，複数の情報の

中から自分にとって必要な情報に注意して聞き取

ることができるようになったと考えられる。 
このことから，１回分の学習内容を焦点化し，

聞くべき情報だけに注意を向けさせた支援が有効

であったと考えることができる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

図３ 事前・事後テストにおける設問ごとの 

得点率（児童全体） 

 

聞く構えをつくるための「かめっ子きくきく５」

を常に掲示し意識付けしたことで，スムーズに聞

く構えをつくることができるようになり，聞き返

しや聞き間違いが減った。 

このように具体的な言葉と絵で視覚的に確認で

きるようにした支援は，どの児童にとっても有効

であると考えられる。 
ワークシートからは聞き取ったメモの内容を交

流することで，メモの質が向上し，話の中心に気

を付けて聞く力へとつながっていったことが分か

る。一方で，ビデオ記録からは，第１段階や第２

段階の授業では，交流に戸惑いを感じている様子

も多く見られた。 
このことから，共有化は必要な支援であること

が考えられる一方で，タイミングや交流する内容

など，取り入れ方にさらなる工夫が必要であるこ

とが言える。 

ウ 個別の配慮について 

第４段階の授業では，「お助けシート」を選択し

た児童がお話Ｂで１７名（７４％）いた。しかし，

お話Ｃでは０名，お話Ｄでは２名（８％）と減少

した。 
このことから，聞くことにつまずきが見られる

Ａ児・Ｂ児に必要だと思われた配慮が，他の児童

にとっても有効な支援であったと考えられる。 
(2) Ａ児・Ｂ児について  

ア 児童の実態把握に基づいたスモールステップ

での繰り返し学習について 

A 児は，事後テストで児童全体の平均とほぼ同

じ得点となり，正答率が大幅に上昇した（図４）。 
一方，Ｂ児には大幅な伸びは見られないものの，

聞き取りメモの内容にＢ児の変容を見ることがで

きる（図５）。事前テストのメモでは，「どの人」

「３くみ」「雨」「できなくなった」等，聞こえて

くる音を羅列している様子が伺える。しかし事後

テストではそのような記述はなくなり，聞くべき

内容に注意し，適切にメモを取ることができるよ

うになっている。２名とも，児童の実態把握に基

づいたスモールステップでの繰り返し学習が有効

であったと考えられる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 事前・事後テストにおける合計得点の比較 

 
 

「聞く」テスト　合計得点
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図５ 事前・事後テストにおけるＢ児のメモ 

 

イ 指導内容の工夫「焦点化」「視覚化」「共有

化」について 

Ａ児・Ｂ児は，第４段階の授業においてワーク

シートに書いたメモの内容に次のような変容が見

られた。 
 Ａ児 Ｂ児 

 聞き落とし数 お助けシート 聞き落とし数 お助けシート 
お話Ｂ ４ ○ ２ ○ 
お話Ｃ ２ × １ × 
お話Ｄ １ × ０ ○ 
Ａ児・Ｂ児ともにポイントを正確に聞き取るこ

とができる割合が増している。 
ビデオ記録からは，Ａ児の視覚的な働きかけに

より活動に向かうことができる様子や，Ａ児・Ｂ

児ともに聞き取った内容のメモを交流することで

得た情報から適切な答えに近づいている様子が見

られた。 
これらのことから，注意集中や意味理解につま

ずきが見られる児童にとって，焦点化された聞く

べき内容をあらかじめ提示して意識させること，

視覚的な働きかけを行うこと，情報を交流し聞い

た内容を確認させることは，有効な支援であると

考えられる。 
ウ 個別の配慮について 

Ｂ児は，「お助けシート」を使って，聞き取れた

メモの内容をもとに，お話の内容を簡単にまとめ

る活動をスムーズに行うことができていた。 

このことから，「お助けシート」自体が有効であ

ったことと，必要に応じて選択できるようにした

ことで，活動に積極的に参加する意欲を保つとい

う点で有効だったことが考えられる。 

また，ビデオ分析からは，教師による適切な働

きかけと肯定的な評価が，つまずきの見られる児

童にとって大変有効であると考えられる。 
 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 

(1) つまずきの把握とそれに応じた支援の必要性

について 

 本研究では，学級の児童全員についての実態把

握を行い，つまずきの状況に応じた支援について

具体的に検討してきた。また，個別の配慮が必要

な児童だけでなく，児童全体のつまずきを把握し，

支援したことが聞く力の伸びにつながったと考え

る。 

 このことから，実態把握に基づいたスモールス

テップでの繰り返し学習を行ったことや，形成的

評価を繰り返してより実態に沿った指導を行った

ことが，聞く力の伸びにつながったものと考える。 

(2) ユニバーサルデザインの視点の有効性につい

て 

Ａ児・Ｂ児とその他の全体の児童に一定の聞く

力の向上が見られたことから，今回の研究で行っ

た支援は多くの児童にとって有効であったと考え

る。つまずきの見られる児童に必要な支援が他の

児童にとっても有効な支援になるというユニバー

サルデザインの有効性を実感することができた。

児童のつまずきの内容を適切に把握しそれに応じ

た支援が行われることで，すべての児童にとって

「わかる・できる」授業づくりを目指すことがで

きるのではないかと考える。 
(3) 指導者自身の意識改革の必要性について 

この研究を通して，担任自身が児童の聞く構え

を意識して指導をすることができ始めると，児童

事
前 

事
後 
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の聞くことへの意識が向上した，という実感を得

ることができた。 

また，ビデオ記録から，Ａ児は教師の言葉かけ

や周りの児童の雰囲気によって，集中度が増した

り落ちたりしていることが分かった。注意集中に

つまずきが見られる児童にとって，本人も周りの

児童も落ち着いて話を聞くことができる雰囲気づ

くりを行うこと，必要に応じて個別の働きかけを

行うことが有効な支援であると考える。 
これらのことから，児童の聞く力を伸ばすため

には，指導する際の教師の意識改革が必要である

と考える。 
 

２ 課題 

 

(1) 特化した配慮の必要性について 

本研究においては，意味理解につまずきが見ら

れたＢ児の伸びが少なかった。このような児童に

対しては，つまずきの見直しと共に，今回取り組

んだ指導の工夫とは別の，個別のさらなる支援も

必要だったのではないかと考えている。桂聖は，

「個別の配慮」には「全体の目標に関する配慮」

と「特化した配慮」の二種類のレベルがある４）と

述べており，これと一致する結果となった。 
ユニバーサルデザインの視点に立った授業づく

りによって，多くの児童の力の伸びを保証したう

えで，さらに配慮が必要な児童への手厚い特化し

た配慮を行うことで，どの子も確実に力を伸ばす

ことができるのではないかと考える。 
(2) 「聞く」力の定着・活用について 

本研究では，基礎的な聞く力の習得を目指す取

り組みを行ってきた。今後は付けた力をさらに定

着させ，活用するための継続的な取り組みが必要

となる。 

そのためには，指導者にとって使いやすい教材

を作成し，無理なく取り組みを継続させる必要が

ある。本研究では，短時間で手軽に使え，使い方

が分かりやすい教材の作成を進めてきた。今後は

この教材をもとにさらに改良したり，学年に応じ

た教材を開発したりして，系統的に聞く力が伸ば

せるようにしていきたい。 

(3) 年間指導計画とのつながりについて 

本研究では，聞くことだけを取りあげて指導を

行ったため，一定の成果を得ることができた。し

かし，実際の教育活動の場面では，教科書単元と

の関連や授業時間数への配慮などが課題となる。

帯時間や学校裁量の時間等を使い，教科書単元と

の関連を図りながら継続的に取り組むことができ

る方法について今後考えていきたい。 
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